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三角数表と囲い 

 

 図１のようなきまりにしたがって数が並んでいる表があります。 

 

 

   図１         図２   図３           図４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）図２の枠を，図３のように向きを変えることなく表のある所において２個の整数を囲んだところ， 

その和は９０になりました。解答欄に２個の整数を書き込みなさい。 

 

（２）図４の枠を，向きを変えることなく表のある所において６個の整数を囲んだところ， 

その和は９３５になりました。解答欄に６個の整数を書き込みなさい。 

 

 

 

 

 

 

解答欄 （１）   （２） 
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三角数表と囲い （１）解説の図②参照 （２）解説の図⑥参照 

 

（１）表のそれぞれの段の一番右側に並ぶ数は，１，３，６，１０，１５，２１，…という三角数になって

います。１＋３＝４，３＋６＝９，６＋１０＝１６，…のように，となりあう三角数の和は平方数にな

ります。例えば，図①のように１０と１５を囲うとその和は２５，そこから左に３つ枠をずらして７と

１２を囲うとその和は２５－３×２＝１９となります。逆に言えば，枠に囲まれた２個の数の和が１９

であるときは，それに２を３個足して平方数２５にたどりつき，２５は５番目の平方数であることから，

５番目と４番目の三角数の和である１５＋１０の形に表せるので，１５－３＝１２と１０－３＝７が枠

に囲まれた２個の数であることがわかります。 

   同様にして，和が９０となる場合は，９０＋２×５＝１００，１００＝４５＋５５，４５－５＝４０，

５５－５＝５０となるので，図②が答えとなります。 

 

  図①          図② 
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（２）問題文の図４の６個の枠を，２段目から階段状に右にずらすと，図③のようになります。図③の枠に

囲まれた整数の和は，９３５＋１＋２＋３＋４＋５＝９５０です。ここで，（１）と同様に図③の枠が

一番右側にある場合を考えます。図④のアとイの数に注目をすると，イがｎ段目の一番右の数の場合，

ア＋イ＝ｎ×ｎです。エはイより（□＋１）大きく，ウはアより（□－１）小さいので，ウ＋エ＝ｎ×

ｎ＋２です。同様にして，オ＋カ＝ｎ×ｎ＋６となるので，ア～カの和は（ｎ×ｎ）×３＋８となりま

す。また，ア～カの和は９５０より大きいので，（ｎ×ｎ）×３は９５０－８＝９４２より大きく， 

（ｎ×ｎ）は９４２÷３＝３１４より大きいことから，３１４より大きい平方数を探して， 

１８×１８＝３２４をみつけることができます。□＝１８であることから，イは１８番目の三角数なの

で，（１＋１８）×１８÷２＝１７１です。また，ア～カの和は３２４×３＋８＝９８０であり， 

９５０との差は９８０－９５０＝３０です。図③の枠を左に１つずらすと６つの数の和は６小さくなる

ので，３０÷６＝５より左に５つずらすと，１７１－５＝１６６となります。ここから，図⑤のように

問題文の図４の上から４つ目の枠の数が１６３であることがわかります。１６３の下の枠に入る数は，

１６３が１８段目の数であることから１６３＋１８＝１８１，上の枠に入る数は１６３－１７＝１４６

です。こうして，図⑥が答えとなります。 

 

  図③          図④           図⑤           図⑥ 
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